


學 問の 範 扇 は 確立し 難しと 雖も 各々 其の 見點を 有す。 
同ー事物を觀ずる、も異樣に見ゅる折.以なり。此の 



は 社會學 の 見點 ょり 國 家を 見た る 者。 要に 日は く。 
權 力は 自然に 發生 せる 社會 現象に して 其の 中心は 主 

權者な 9。 主權 者は. 統 . fp の 機. 關を 創む。 臣民は 國家 

. :• • 

の 法令に 違 奉す る 方面に 於て 國 家の 一員たり。 彼れ 
等は 其の 生活の 一面に 於て 國 家の 意志に 服從 .し 居る 
に 外なら ず o 國 家の意志は國家の組織內にて作成せ 
られし 者な り 4 。即ち 國 家の 根本を 言へ るの み。 其 



の 枝葉は 之れ を 他日の 著作に 期す。 

巢鴨村 舍に 於て 

明治 舟 八 年 七月. 遠 藤‘ 隆吉識 
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の 長 



凡そ 社會 あれ •は 其の 長 あり。 何れの、 時 何れの 地と 雖 • 
も 之れ あらざる なし 0 レ 社 會の 人が 長に 屈服す る 所以 
の意味と長の社會に對する所以の意味とは社會 0 幼' 
穂なる' と： 開化せ. ると に從 ひて 差異 あ 90 然かも 其 ^ t m 
異は程'度 |: もて性質にあらず。；長に必要なるは其 *, '_ 



能く 反抗 者を 打破す るに 足る に 在 9。 自己の 意志に 

\ 

反抗す る 者を 屈服し 自己の 意志が 彼れ 等の 意志、 とな 
るに 足る に 在り。 吾人は 此の 塲 合に 於て 長は 權 力を 
有せり と稱 す。 權 力は 即ち 腕力な り。 腕力に 單獨な 
る あり。 結合せられ たる あ^ VO 程度の 差異な れ ども 
通常後者を：指し 1: 〗權カ.となす。故に權方とは即ち物 
1 % 的の 力に して 其の 成分ょり 云へ ば 個人の 肉 體カの 
結合せられたる者なり〇勸虻がか“妒 0 @ |5緲-妒” 
1 ^ 愈 ^ I tl * @ t @ t @ 1i 0 M 0 {i' 0 ^ 0 1 i ft?I 0 _ « 0 f: 0 L 0 T 0 ± 0 t 0 L 0 
て 感情的な り。： 如何に 信賴 する か。 第一、 其 英雄の 資 

. -J ■ . . 

質搶 かに 人民 食 統御す るに 足る を 信ずる に 在り。 第 



ニ、 其 家系の 優れた' るを 以て 之れ を 尊敬す るに 在り。 
第一. 1 1 英雄の 半神 的た る }: 在りゾ .此く 結合せられ たる 
範圍に は ® ょ •り 大小 あ^ N 。 若し 小なる もの 出來る 時 
は 他の 人々 も 其 威： を 望む で歸向 L 以て 大なる 權 力を 
造 9 漸次に 多數を 吸收 して 大 な' る權 力と なるな ¢0 
ラ 少ッエ ン ホーフ H ル 日く 如何に 暴 戾の君 まと 雖も 
多少の 服 儒者. なければ 自己の * 力を 振 ふ 能は ずと。 
B ie soclologlsche £^ ^ § 1 嚴斯くして灌カの塞礎は人民 0 
信賴 にある 5 疑 ふ 可らず。 以 \ 上述べ たる 權 力の 三種 
の基礎は或は辕働することもあり。或はー個のダな 
る こ ^ も あり。 有史以来 定まり 居れる 權カ者 も亦此 



等を 以て 個人 信 親の 根本と な t 居るな 9。 唯 個人の 
信 賴は心 理 作用な り。. 心理 作用が 永續 する 時は 終に 
•習慣 购 反射的と なる。 従つ て 習慣 的に その 英縦の 子 
孫を 戴く か 又は 他の 英雄を 戴く か 何れに もせょ 一切 
の 人民； S 一の 主權 者を 戴く 可き も. のな りとの 反射的 
心理 作用を 生ずる に 至る。 ノビ コ I 日く 怫蘭西 人民 
の ナポレオン 皇帝に 服從せ しは 反射作用な りしと 
(ronsclence n> 1: <: olo 3 t n>N soclal nl 。 " 

斯の 如く 主榷 者は 其の 始めに 於て は 人民の 信 親ょ 9 
權カを有したりしも後世の人民は反射 ^ に主權者と 
して 戴く こと ぁ t 神武 天皇. は 其 血統の 勝 9 居る に 



依 9 少数の 個人の 服從 する 所と なり、 玆に權 力を 造 SN 、 
諸方の 小なる 權カ 者を 服従して 之を 統御す るに 至れ 
9 .° 其 以後 神武 天皇の 正統は 當然 •人民を 治むべき も 
のとして 君臨せられ 一切の 人' 民は 之を 畏敬し、 習慣 的 
とな え 皇室に 忠なるを 以て 日本人の 本分と なすに 至. 

. れ 9。 中世 武家が 人民を 集合して 權カを 得る に 至 9 
しも 皇室に 對 する 人民の 尊敬 强 かりした めに 大に减 
殺せられ g 皇室の 昔に 於る が 如き 公然たる 大な る權カ 
と 認めら る、 ことな かりき。 支那に 於て 夏 禹の子 啓 
位に 卽くや 、之を 信賴 せざる 者 あ 9。 有扈 氏の 如き 是': 
•れ なり。 於是 自己に 服從し 居る 部分を 以て 自己‘ の權 



力と なし。 其服從 せざる 者を 擊て 之を 平げ た、。 爾 
後 彼の 系統は 反射的に 人民に 戴か, るゝに 至れり。 然 
，るに 其 後桀に 至りて は 人民 多 C 叛き 服從 する 者 少な 
く、 殆んと 一匹 夫の 狀 態とな れ り。 

ラタ ツエ ンホ 1 フエ. ル 日は く 

• • 

thans smd (5.288) 

意志を 以て 權 力の 基礎と なすを 見る 可. きなり。 ギ-ソ 
デン グス氏 亦 日は く 

或る 意 •味に 於て は 權烕は 人民 中に 在 9 と 去. 
ふべ し。 何とな れば議 政府 又は 司 配 者は 其 



命令法 律を 違 奉 せんとす る 人民. の 忠義 心、 柔 

:順 心に 依る にあら ざれば. 全く 助けな きもの 

■ , - 

なれば なり o (Elements of sociology, p. 217 .) , 
歷史的發生の順序に於ては信賴の觀念が極め 1: 0 ± 0 穿 

. * ‘ - At . 

なる 因子た れ ども 社會の 平和に な 9、 主權 者の 確定し 

。た レ i c 0 ii° w 0 ts° v IE 0 l? i 0 f ± 0 il 0 # 0 r . 0 , t 0 v ^ 0 s 0 ?c 0 ^ 

人民は 主権者を 見て 以て 習慣 上主權 者た るべき 者な 

りと し、 又. 主權 者が 主權 者と して 君臨す るは 正義と し 

t ■ . 

て 感ぜら る ノ犮 り。 主權 者と しては 是れ等 兩觀念 の“ 
000 0 . 000000 

對象な.らざ.る可からず !7- ロ ン氏 日は く、 

• - 

• » 

• . . 

co eul, 一 e principe de la s o uveramete, quel a c il soit, ne meurt m 

. I .一 



ne s fDN telnt jamais. II proc s: e, avons nous dit, de Fac: 8 rd permai 
nent du Pouvoirbt de rAutor ぼ ； du Pouvoir, qui e ^ rex 
pression actuelle des volont ^ publiques ; de rAlltorit， qui est: 
一 expression des* moeurs, des coutumes, des croyances, etpour 
amsi parler le prolongement ou r rts cho des voiont OJS s ant rl-N rieures 
de la stlon. 

(Du Pouvoir en France. 1 1 ハ J>.) 

而 して 今や 主權 . 者： a 人民の 上に 立ちて 其 £1 ぎぎが 
上に直接影響を與ふ ~ る . 者なるが故にー ' 々 0' 1^1 雷 ^ 1 £' 
義の觀 念に ょ少て 判 斷 せられ 隨て！ 5 臨ぎ *' が 1^ *' 0' . 
觀念 にょ ss て 認容せられ • さる 可らざる なり。 兵力を 



運用し 得る 意志は 權 力には 相違な きも 主 權者其 者が 
不正義なる'.ものと認めらるゝ時铽猶ほ未だ眞正の主 
權 者と 見る 可らざる なり 。驗ま « @ た 聆 矽 豢 CD® 緲鉍れ 
9雜く感念する {: 雜ならざるなり。吾人は日ダ 0' 1^ 
皇が 君臨し 給 ふことは 天地開闢 以来の 習慣に して 正 
義の觀 念に 寸 毫も 抵觸 する ことな. きを 感知す。 ぎれ 
ども 支那の 天子を 以て 斯く 迄遙か に 正義の 對象 とな 
さゾ るな SN 。 祝ん や 春秋 戰國の 頃の 所謂 覇者なる 者 
に 於て を や。 王者は 支那 固有の 思想に 據り 、人民 正義 
の觀 念に 訟へ 、毫も 非難す 可き の點を 見ず と雖も 覇者 
に 至 9 ては 兵事に 因 9 て 天下を 服從 する 者、 吾人は 之 



に 權烕の 光 9 を 發 M する 能は ざるな 9。 是れ 王覇の 
.觀 念の 異る 所以な 9。 是の 故に 主權 者は 信賴 、習慣 及 
び 正義の 觀念 の對 象た る ものな り。 

以上 吾人は 主權 者は 歷 史的. に發 生し 來れる ものにし 
て 社會の 個人ょ 9 認容せられ 三種の 觀念 の對 象た る 
に. 由 SS て 能く 維持せられ、 他に 何等の 基礎な き 所以を 
述べた' 

然れ .ども 主權 .者の 能く 維持 せらる、 所以は 社 會の組 
織に 由る こと 甚だ 大な 9。 之れ を •一身に 譬 ふるに 局 
部に 膨 腫を 生じた る 時 新鮮なる 血液は 循環し 來 りて 
絕ぇず 之を 刺戟 L 逐 時に 縮 少なら しめ、 遂に 全く 痕跡 
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を さへ 絕 たしむ るに 至る。 若し 血液の 循環 ある i 極 
めて 遲緩 なる 時は 腐敗は 愈— 大に 遂に 全身の 生活 機能 
を 妨碍す るに 至る。 社會の 交通 機關は 循環 機 關に該 
當 す。： 交通 機關 完全 なれば 社 會のー 部に 謀叛 者 ある 
i 其 計の 熟せざる に主權 者は 兵を 派して 之を 討 平す 
べし。若し交通機關なくんば謀叛する者は計をなし 
事を 擧 ぐるの 暇 あり。 是を 以て 外部の 腐敗は 愈- 大に、 
本末 相 離る ゝの 勢を 生ず。 是れ 古代 交通 ■機關 の 不備 
なる 時に 謀叛 者の 多く、 今 代の 主權 者は 其 位置を 保つ 
に 憂な き 所以な り。 

主權 者は 一人物な り。 主權其 者とは 別な り。. 權 力を 
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有する 目的は 即ち 政治浙 ぼ - c A 區の實 現を 期せん 爲め 



な 9。 政治は 社會の 安寧 幸福を 增進 せんと •する 主權 
者の自由意志的進動なり。某 > の主權者のなす所は 
必ずしも 人民の 同情を 得ざる も 政治の 進 動は 人民の 
、希望す る 所な り。 亞米利 加の ゥァ ー ド 氏の. 言へ る 如 
く、 政府な き社會 を假定 せんに 警察 事務を 司る 所の 職 
務は 自ら 其 內に發 生し 來るべ く、 端な く是れ 政府に 外 
ならざる な .^。 (outlines of s 6 ciolgy chap . 1 1 .) 人民は 主灌 

者を 是認し， 又 其 政治を 是認す。 玆に 於て 主權 者の 意 

耘 ょ藿 ft と si るぅ り0 獨 の ^ P & •怫 の ^ 0§ 2. ”英の ^ |秀皆 
S {榻ナ と 一 3 f る > なり 力、 能力の 義な 之を 權 力の 義に用 

ふるは 擬當な り。 英の Auihority, は權 威な，^。 羅典の Potestas •も 亦 羅典 語に 
ては potesi vitae necisque の 如く 權カの 意味に 用 ふれ ども 亦 疑當な り。 



要 之。‘ 權 力は 結合せられ たる * 志に して 其の 中心た 
る活働はーの自由意志な办 0 主權者は ' 社會の內に 
於て 最も 强大 なる 權 力な SS 。 今圖を 以て 之を 示さん 
に 左の 如し。 。 

主權は ABO 
結合な 9。 其 
大なる 者に 至 
りては € も之 
れに 加は る。 
故に 主權 は自 



3 




， ％ r 
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雖 も絕對 的に A に 結合せられ 居る にあ， らず 。時と し 
て 多少 背離の 傾向な き 能は ず。 この如き .{: 至ては固 
ょり 背離の 傾向 あるを 免れざる な ^ NO D E は 反對な 
る 者な 50 A° r s° dbo 心 0 は 。 時 0 々 1 ( 0 0か « 0 « 1 0 0し0居0る # 0 «: 0 0し” 

せん. とする 意志が 重く、 且つ 自己 以外 多くの 同、 酸 f る 
意志 ぁると、 の智 ii 4 j 伊 ^: 之 ^ 0 ：^ s ° ^) o § w 0 ^ ^ J ^ t 0 t 0 6 0 

a 0 15^^ m° v ?> 0 v 1 tI 0 A 0 c ?) 0 « 0 » 0 ? s 0 (: 0 ^, ^ 0 m 0 rf 

ん とする 意志が 主權の 原素な^ so t ° il 0 ^ ^ 0 t 0 t 0 6 0 t 0 
。志！，. 费 A ° 。 の淤， 4 - (: 0 4、ト铲ず ?: 0 & 0 ^ 0 |^妒 ± 0 « 0 か 

m° »° 0 せ -? 0 0 る ^ 0 # 0 fo. ■ 、 
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> 。 す 么 た a 
な' る & る ム 權 么 
分 公 意 A を A を办 

° 志^ 掌。 

レ ふ厶 提 a 

認 ^ な^す ^ 
容 A 句 A る A 
せ。 0 と A 
い隨 △云 A 

る A て 心 ふ 公 

a 其 

即ム 者。 結。 
ち， の A 合。 

一 ■ 么 

般 △治 △ん 。 
h- 

民 す公 
にへ が a る 公 
認ム結 4 
容& 合 a 志么 
せ A せ △の A 
ら 。ん A 中。 
る A t A 心。 



: ニ 主權 Q 屬性 

主權 は不斷 务 動 レ つ/ V. ぁる こ •と。 權 力は 意志の 結合 
なり。. 意志は 絕ぇ ず活 働し つ > ぁり。 意志は 智識 感 
情の 複雜な ふ 作用の 結果と して 見は る . 0 智識 感情の 
變動 と共に 意志の 活動 も 自ら 異ら ざるを 得ず。 主權 
者に 對 する 智識 感情の 變動 と共に 意志は 自ら 變 動す 
る ものな 9。 主權 者， に. 對 する 智識 感情は 絕へず 變 _ 5 . 
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す 。此の 故に 意志を 元素と なし 居る 所の 主 權其者 も 
亦絕 へず 變動 せざる を 得ざる なり。 忠を敎 ふ るの 必 
要は 實に此 に 在 ¢0 

右 *^ ぬ ^ 除如 レ ^ かい P る こと。 主權は 結合せられ 
たる 意志な 9。 其 結合には 組織 あり。 此を 以て 單な 
る 意志の 結合ょり-も 活 .動の 全量は 大な り。 恰も 分業 
の 組織が 生產 をして 大な らしむ るが 如し。 抑 も 意志 
は 如何にして 結合す るかと 云 ふに 智識 感情の 結果と 
し_て决定せら.る.、なり。然れども個人薏志の活動に 
限界ぁ幻 0 .隨つて組織が如何に良好な'.ればとて絕對 
的、 に 大 なること 能は ざるな り。. 是の 故 }: 主權 は絕對 



的€大ならず。古來主禪を以て絕對的に大な9とせ 
るは 法律の 必然的 假定 .として 立論せ る， が 爲め にして 
主權其者の屬性を分柝硏究せる者にあ -?> ず0若し主 
權其者を論ずとすれば是れ何等の根據もなき說な9。 
主權をして絕對的に大なら.1めば主權のなす所ー々 
絕 '對 的なら ざる 可らず 0 .郵便物の 安全は 主權 の保證 
する 所、 而しで 時.々 害せら る . 者 あるは 何ぞ や。 動物 
園の. 獸類が 番人に 害を 與‘ ふるは 何 •そや。 皆主權 のな 
す 所の不 充 .分なる を 知る に 足るな^ S 。 法律は 臣民の 
權 利‘ を 保障 せん. とする 考而 し. て 之を 侵害せられ、 其 儘 
にな^; 居る 者. は 何故ぞ や。 一々 數人 來れば 主 權の不 
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十分なる火を睹るょり"も暸かな9。主權絕對的に大 
にして 何 ぞ斯の 如き 結果を 生ぜむ や。 

ま權は 自主 獨立 なること。 主權は 政治を 離れて 意味 
なき ことは 前に 述べた るが 如し 0 •自主 獨 立とは 如何 
なる政治を名實現し他の干涉を受けざるを云ふ。自 
主は 自由に 其 社會を 統治し 其 利益を 伸張 せんこと を 
謀 9 之れ を實 行す るを 謂 ひ 0. 獨 立は 他の 社 會の制 肘 
を受くることなきを謂ふなり。 

個人が 自由意志を 以て 决 行す. る •は 個人の 自主 獨 立な 
り。， 今 政治なる 心的 進 動 も 必然的に 權 •力を 豫 想し 居 
る ものに. して 主 權者其 者の 意志の 方， 向に 主權は 活動 



するな s \ .° 主權 .者の 意志は 大 .なる 結合せられ たる. 意 
志の. 中心な 9。然る，に主權者其者の薏志活動は|1由 
意志 活動な 9。 之を 主 權の自 ま獨 立と なす。 主權 は. 
結合せられ たる 意志 なれと も 其方 向. を决定 する •者は 
主權者.の意志なり ,° .故.に主權者の意志にして自主獨 
立に 决定し 得れば 主權は 自主 獨立た 9 i 謂 ふを 得， 可 
ぎな 9。 市町村の 如き 法人の 自主と 異る 所な り 0 
然らば 主權 .者の 意志は 絕對 的に 自由な 9 得る かと 云 
ふに然らざるな9。個人意志が種々の條件にょりて 
制限 せらる A t 同く 主權の 意志 も 亦 種々 の 方面ょ 9 
制限 せらる .0 
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(一) 國際法 
(ニ) 國際 偷理 
■(三) 外國の 勢力 
(四) 自已の 設けた る 規則 

。主 « 0 费 ^ 0 歡。れ箏 {: 0 & ?) 0 ^?||阶。に酽|^。ら。る > 0 . 12 4 
らず。然れども幸福を希求する <1: 〇 9 〇 & 〇 疋 ^ 〇 |17 0 〇 ^ 〇 |;:£2 
遵由 せざる を 得 ざ” なり。 或は 撰擇の 自由を 字せ ず 0 
此れ等の 規則 又は 勢力に 直ちに 服從す 

る i あ少 。多 

少 商量して 服從 する £ あ^ No . 是 故に 主 權の 自主 阖立 
も絕對 的に あらず して 比較的に 然るの. みなり。 國際 
法に て も他國 に. 向て 租税を 拂ふが 如き 者 迄 も 主權た 



るの 資格を 損傷せ ざる 1 なすな 9 (Droit international. 

. Charles Calvp. jp. 87.) ; 

國 際の 滌 約は 主 權 者と 主 權 者との 間に 訂結 せらる > 
のみな り。 

.三. 國體の .差異 

主權 者が 一個人なる か、 多數な るか、 將た 人民 一般なる 
かに 從つ て國體 は區別 せらる。 主權 者は 個人 意志 結 
合の 中心 點な SN ° カルボ ー の國際 法に 日は く 

la reunion 4 n) s forces mdivduelles, qui comDosent: un Etat: prodmt 
ce que on nomme la souveramet 6 • c n sl: done la nation tout entiere 
ぶ ut est: r o ngme du POUVOIrT dont la constitution de cha ぶ ue oeujple 



22 



concentre r action et r 6 xercise entitles mains d-une ou de u usieurs 
perso a nes. (p. 80 .j 

故に 一人の 特別なる 主權 者を 奉戴せ る 時は 之を ぎ 主 
國體と 云 ひ、 數人 .のま 權者 ぁる 時， は 貴 於 國會と 一" 五 、 ふ。 
此の如き特別な -^ 人なき時は民 ±- 國體と云ふ。是れ 
ぎ齓ダ ダ 鴕ゲ V 淤 が 厂 ^° & 0 俨賢。は «° "め 1: 0 ガ。略 {: 0 1 0 
。て ^ 0 除 f ： ° 费， か ゲ M 0 JglJ 0 & 0 & 0 ?i t 0 ^ 0 s 0 ^ 0 w^ fe 0 r 6 0 « 0 

o I 、 

君主 國體 。，君主の 意志が 乃ち 實 行せられ 得る 時は 完 
全每る君生國體なり？然るに君主 1: 結合 せんと-^. る. 
意志は 多少は 絕へず 變勤ん つ > ぁり。 又 社會に 由 SS 



て 大差 ぁり。 故に. 君主 國體 即ち 君主が 主權を 有する 
國體 にも 種.々 の 程度 ぁるを 見るべきな 9。 

朝' 鮮國 王の 如きは 君主な れ ども 本は 高麗の 臣下に し 
T 事 變に由 9て位を得たるのみ。且.つ亂離相繼ぐ、人 
民は 習慣と して 其 命令を 奉ずと 雖も 主の 爲めに 身を 
犧牲に せんとす る 念 極めて 少し。 故に 其 主權は 極め 
t 薄弱な 9。 

遒當に 言へ ば 朝鮮には 主 權と云 ふ' 連合せ る 意志が 發 
達し 居らざる なり。 露西亟 は 之 •れに 反し 皇帝は 同時. 

に 僧侶. たるが 故に 强大な る 結合せられ たる 意志‘ の 中 

... 

4 一たり。 其主權 は强大 なる ものな り。 日本. は 露西亞 




に 比 L て 更に 數等を ’拔き 出たり。 賴朝 幕府を 開きし 
ょ SN 天皇の 權烕は 依然として 赫々. た 9 しと 雖も癯 力 
は 之れ なかり しな SN 。 

貴族 國體 一 社會の 中に 人民の 信賴 する 中^ 3 となる， 
もの 數人ぁ 9 て、 其議决 せる 所が 即ち 人民の 服從 する 
篇 なる 者を 稱 して 貴族 國體と 云 ふ。 數 人の 者は 其範 
圍內. にて は 各 主. 權考 たり 得る 者な り。 然れ とも 合議 
の結果が全 ^ 會の政治の方針を决定するなるを以て 
合議 '0 結果たる意志が主權者たるな9。獨このニ十 
六 聯邦は 各々 獨 立なる 主 * を 有せし が 生存の 凶 要 上 
結合せ 9。其办以前は各君主國體なりき。而して.獨 




乙 全‘ 體に苴 る 大事 件を 决定 する 者は 各 君主の 合議 體 
な 9。 . 故に 其 意志は 人民の 意志 •の 集中す る 所に して 
主權 者な 9 とす。 

民主 國體 。政治の 方針を 决定 する 所の 意志‘ は 特別の 
一人に 非らず o . 又 特別の 數人に も ぁらず。 唯 所謂 輿 
論なる 者な •る 時 之を 稱 して 民主 國體 となす。. 民主 國. 
體 .は 人民 自ら 政治の 方針を 决定 す. るに 外なら ず。 然 
れ ，ゾも 奥 論を 作 出す るに 當 9 下層の 人は 默 々の 間に 
經過し 去り 唯 中 層 以上の 人物が 掌 見を. 發 表し 更らに 
少數の 人が 之を 决定 ，するな り。 是れ 等少數 の 人は 多 
少人民の信缠する所な9。人民は其政治に首肯せん 
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とするな 彼れ 等は 支那の 如き 國の 主權 者と 程度 
の.差こそぁれ性質上.の差異な.きや明な9。若し此民 
間の 有力者が 一層 大に して 1 切 人民が 其 政治を 希求 
せ sv とせん か、 此れ 即ち 主權 者な り。 ナポレォンは 佛 
蘭 西 人民ょり 堀 起して 皇帝と なりたる なり。 然れど 
も 人民の 彼れ に信賴 する こと-非常にして 一の 大主權 
者と なれ 9。 其 意志は 即ち 政治と なれ 5。 是の 故に 

ランケ 日は く . v - 

Indem alles sicli rekorrigierte, stand aucli in Frankreich ein Macht- 
haber am weichem die Nationalsouvesint p: t mit der hdchsten Ge- 
wait m verbmdung set N te. 



と。 以て 當時 ナポレオンが 主 權 者 ./: る 位置を 知る に 
足‘ らむ 。何 ぞ や。 主權 者は 人民 信賴. の 集中す る 所に 
して其强大なるも '0 に適ぎざればなり。大統領の如 
きも 多少， は 人民の 信賴 する 所な りと 雖其 意志が 直ち 

に 行は るノ こと 能は ず。 人民の 定めた る. 奪 法の 條規 

■ . . - ■ . 

に遵由せざる可らざるなり 0 ,故に人民を'以て主權者 
となさざる 可ら •さるな 多。 

國法學 に 於て 國體を 別つ に f 法 $ r i 疋者、 を W 、 て、 標 
す。君主之を制定すれば君ま國體たり。人ぼど^1嘗 
定すれ ば 民主 國體 たり。 此區 別の 主 1 〗思 ^' t 
の大方針を定むる根本的の親定なる故之を^ー疋す1 



/ 
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者が 根 木 的に 權カを 有し 居る ものと なすな り。 然れ 
とも 制定 者 其 人 殊に 制定 其 事には 種々 の 階段 種類 ぁ 
る ことを 注惫 せざる 可らず。 

以上 述べた る 所は 各社 會に 於て 主權が 如何なる 人に 
存 する やに 在り 0 .: 更らに 憲法が 已に 制定せられ たる 
上に 就て 之を 見 かに 憲法に 從ふて 政治を 取り 又は ^ 
政 事務を 取 9 扱 ふ 人格は 自由 意思に 從 ふて 行‘ ふに 非 
ら ずして 覊 束せられ て ( Regelnlassig ) 行動す るなる が 故 
に 其 行動. は 機械的な 9 .° 大統領は 人民の 定めた る憲 
法 •に從 つて 行動す る 者なる が 故に 全く 機械的な り。 
.日本の 如きは 天皇 も 其 憲法み 條 規に遵 ふて 行 ふ 方面 



於て は 機械的な り。 隨て 憲法の 存廢 修正は 法律上 即 
ち 機械的の 方面ょりは なし 得. ずと 雖 も主權 者と して 
は 自由にな し 得べ し。 事實に 於て 然りと な •す。 

要 之。. 主權 者の 誰なる かは 一社 會に 於ても 時代と 共 
に變遷 する 者な り。 主權 者は 法律の 制裁を 受けず、 事 
實 として 存在す る ものな 90 事實は 社會的 原因に 由 
嚐て變 動す。 故に 法律 又は 宣言を 以て 主 權考は 誰な 
SV と 云 ふ も 是れ 一の 空文に して. 何等の 意味 も. なきな 
り。 主植 者は 社會 的の 事實な るが 故に 名義の 如何に 
關せざ るな り.。 ルィ ナボレ オン •か 撰ばれて コン ソル 
29 となりながら 自由に 憲法を 玫定 したる 如き 是れ なり 0 
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此く 個人 精神の 方面ょ 9 國體を 論ずる は决 して 余が 
創見に ぁらず。 モン ■テ スキ 11 氏は 旣に 其の 「法律の 精 
神」 に 於て 論じて 日は ズ壓制 政府の 人. 民は 恐怖 ( crainte ) 
を 以てし、 君主 政府の 人民は 名 譽の念 ( honneuf ) を 以てし、 
** 和 政府の 人民は 德義 ( vertu ) を 以てし、 各 其 社會に 生活 
しつ > ぁるを論ぜり？其然る所以は暴君は絕對的に 
人民を 束縛し、 隨て 恐怖の 念を 起し、 君主 政體 にて は 君 
主獨 りに て國 家を 維持す る ょり '\ 民は自己の名 # を 
主と なし、 民主 政體 にて‘ は 人民 各國 家の 爲 めを 謀る を 
以てな 9。 ( p . p . 1 9127 ) 而 して 氏は 更に 温和なる 政府 
に 於る と擊ー « _政府 に 於る と 服從に 差異 ぁ 9 となせ. 
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SN 。 •是れ 等の 思想を 玩味 すれば 各 政體に 於る 人民の 
稂本的 精 - 神の 異る •と 主權 者に 結合す る 程度の 異 ると 
を 知る に 足る。 佛蘭 西の 前 大臣 パリ ュー .氏の 政治 學 
原理 (principes de la Science politique ) は 殊に 社 會學 的に 國體 

を 論究せ 9 。 氏は 土地の 廣狹 、島國 と 大陸 等の 地理 的 
條件 ，正 義 保守、 智識の 高低 等の 智識 的偷 理的條 件が 政 
府の 上に 影響す る ことを 述べ、 更に 社會的 感情と 政體 
•との 關 係の 密 なる を說て 日は く ， 

Sous les prmcipes gmn ル raux qui animent alternativement les society, 
se cachent des ressorts divers et nombreux qui caract ftl'. risent la 
politique des peuples. suivas que rautorit rDN agit: par la crainte, 一 e 
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res で ect, rhonneur la confiance ou la corruption, la nature dug 6 uver- 

夕 t 

nement se modine (21. p) 

と。 以て 其 思想の 如何に 社會學 的なる かを 見るべき 
なり 0 

是 故に 余は 社 會學的 近世 的の 理論と しては 國體 三分 
法を 以て 單に其 極端な， る 者を 言へ る ものと なす。 現 
に パリ. h 丨は混 合政體 o ouvernements mixtes) を 認め、 三 政 
體は其純粹なる狀態を言へるも 0 -- となせり。ボルン 
ハック、 エリ ネック.、 ビエ 1 リングの 如き 專ら 法律 的 思想 
ょり 論究す る 者. には 全く 此 種の 思想を 發見 する こと 
能は ざるな り 0 



此 く主權 は 結合せられ たる 意志な 9。 而 して 各社 會 

に 存在す。 是 故に 各社 會に 於け る 人間 意志 結合の 主 

なる 方面は 主 權 者の 意志と 結合す るに 在りと なさ 
» 

る 可 か. らず。 民主 政體に 在りて は奧論 又は 一般 感情 
と して結合しつ :> ぁるな多0.主權者の意志は外に表 
はる。 即ち 政治な 90 政治に 三種 ぁり。‘ 

(一) 社會を 統御す る爲 めの 組織 即ち 國象を 編成し 
又は 修正す る こと 

. 一二) 國家機 B をして 活働 せし むる こと 

{三) 國家の 社會 機 1| としての天 11 を全ふ.せんとす 
ること 

Y ■ ペ . • - , 

: . 1 

♦ 

ま. 一 i-.l* . — - r . . - ■ • ' • 



之れ なり。 第一の 者は 主權 者の 自由意志に 存し 、形式 
となりて 表 はれざる もの も あれ ども 又 憲法と な 9 て 
P 表は る〜 を 以て 大社 會の 常と なす。 國 家機關 は社會 
的產 物に 非らず して 主權 者の 意志ょ 9 出で たる 人爲 
的產 物な 9。 故に 法律 的 眼光ょ SS 見る 時 •は 國 家は 成 

長せ ざ 各な り。 エ-リ ネ少ク 日く 

t • 

Staatuches Orean h n) lsst staathches werkzeug, o r£ramslren iieissl: 

•Tl unkuonen plan 35 ssigvertheilen. cerade cks Nat;urwtichsige, well 

■. - 

ches das Merkmal des organlsmus cr ildet, ist: bei dem aurcli mens 丨 

chllche H haterIol0*ende p , © r cfQ amslrerl:ul!ddeshal cr puch cr rD ldem 
. . . ■ ■. » 

CL urc cr DewusMte, complicirte juristische vor Qro ^nAe bestellten ataa— 



tsorgan g p: nzllch ausgeschlossen. ( 3 ystem der su .cr j. o: Afent. Rechte. 
s. 36) . 

此れ 法律 思想の. 標本な SN 。 然れ ども 人 爲的產 物 /: 0 る 

k ^° m 0 i (± 0 A° 鼢 CD 0 « 0 p 0 t: 0 l 0 ![) 0 ^ 0 1r l5:^ ^ 0 srt 0 M 0 v i 0 ^ 0 

o o > 0 00 00 00 0 00 0 00 00 00 00 0 

なり。.. 人間 精神は 不斷變 動す るが 故に 國 家機關 も 亦 
絕. へず 變動 しつ、 ぁるな り。 國家機 關は此 く變 動す 
るに せょ、 主權 者の 意志. 發表な 9。 主權の 一 部を なし 
居る， 意志は. 是れ 等の 意志 發 表. に從ふ べし。 故に 人民 
は主植 者の 法律に 遵ひ、 命令に 從ふ 可し。 主權 者の 意 
志に 個人 意. 志の 結合す るは 實に日 常 生活の 大 ，部を な 
す* i 謂. ふ 可き. な 9 ;,° 故 .{: _家ほ主權者が.社會を統卸 



する 爲めに 作れる 機關組 織な 5 ひ 然るに 主 權の及 ぶ 
所は 人民 全‘ 體に 在り。 故に 人民 全體を 包括し. 以て 國 
家と 名づく 。然れ ども 人民の 國 家に 於け る 一切の 方 
面に 於て 然るに あらず。 唯 主 權者敗 意志に 結合す る 
行 爲餘雌 に 於. て 然るの み。 是れ 次に 論ずる 所の 如し 0 



第一 一章 國家 組織 論 
.1 阃 家の 名 

國 家の 名 含む 所の 意義 甚だ 多し。 今一々 之を 論ぜず 0 
凡そ 文字に 含まし. むる 所の 意義の 何たる やは 記者の 
隨 意 ^ り .唯 之を 明言す るを 要する のみ。 國 家な る 
文字を 用 ふる 者 も 其 意義を 明白 適確に す， るを 要す 0 
先つ 社 會の 成立を 考 ふるに 必ず 小社 會の 合併を 發見 
せざる はなし . 0 社 會は歷 史的 事實な 9 〇 之に 先天的 
論理を 應用 すべから ず。 即ち 如何なる 社^ I A 小社 會 
の 合併ょ 0 成る 可. き 者な $ i if ふ 可ら す。 然 t とも 



現在0-社會は皆斯く.し.で.生じ.た.る者なり 〇 是れ偶然 
的な りと 謂 ふ 可. きなり。 小社 會が 合併す るに •至れば 
血 緣團體 と 異なり 勢權 力を 以て 統一せられ ざる 可ら 
.ず。 眞 正に 所謂 權 力なる 者は 此點に 始まる。 而して 
國家に如何なる意義を與ふる者も國家の灑源を玆に 
求む るに 於て は 即ち. 一致す。 

權カに依りて铳一せられたる團體も良き土地を得て 

■ ■ 

耕作に 從事 する， こと 能は ざ りせば 即ち 移轉 .して 已ま 

ざ SN き。. 良 地を 得る に 及び 定 庄 して 農作に 就き 以て 

. - - ■ . 

生を 營む 。此 時に 當り全 地球を 通じて 山野 荒れ 田 畝 
開けず。 ン地多 くして 人少 きの 狀態な 9 き。 故に ー團 




體が 定住し， て 其 地域を 劃せ しも 周圍 幾多の 土地は 茫 
々.として 不問の 間に 撗 9 、或は 經界 不明の 箇所 亦尠か 
ら ざり しなり。 耒耨の 道 開. け 地 益の 富を 曉 9、 一方に 
於て人漸く多きに及び、土地の觀念は追々强く經界を 
嚴に する に 至れ 9。 ， 今日の 如き 地球の 表面は 山路 水 
脈島噢 岬 崎 之を 掌 上に 指す が. 如し。 人 多くして 地少 
なく、各國民は虎視-耽々として寸攘尺奪せんとす。境 
土の 觀念は 國民的 意識に 於て 最も 强大 なる 者と なれ 
り。人或は日，ふ、國家の.要素は土地、人民、主權と。 土 ^' 
、は ぞ^: I 、 て.、 こ、 そ F 、 た ^; ベ 疋 粑『則妒 {.:° 妒”^ゲ 0° 
の如_き重要なる要素 ; }:° :はぁら>り 1-0 な势。 



今日ー定 .0 境土を領有せる國民は偶然にも小 11 : # の 

* . - 

A ロ 併. にょ 9 て 成 な 90 .權 力は 爲め に發 生し、 政體 
の變遷 あるに •拘 はらず、 嘗て 權 力を 戴か ざり t こと あ 
ら ざり しな 9。日疋に於てか或は日はく國家は權カに 
ょりて 統一せられ たる— 團體な りと。 或は 日は く國家 
主權な りと o • 

吾人の 問題は 之れ 等を决 する にあらず して 今日の 國 
民.涵體中に權カ ± 地、人民.の外に國家の名を附すべき 
特別なる 現象 ある や 否や 是れな 分。 之を决 する には 
先つ 國民の 組織を 研究す るを 要す。 

C 9 = 社 會心理 と國家 (1) 
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社 會團 體內の 個人は 相互' に 種々 の 方面に 於て 意志の 
結合をなしつ、あり。社會ある听以'な9。若し固人 
の 交通な くん ば 人の 集合 ある も社會 に， あらざる な SNO 
木石，の堆積と異なる所なきなり。智識を交換し誃淸 
を疏 通す る 一. に 意志に ょる。 意志の 結合は 個人の 交 
通に して 社 會 の要點 な <。 ， 偸理 習慣は 意志 結合の 形 
式な 90 .: 偸理 習慣に 違 ふは 即ち 此 形式に 於て 意志 結 
合を なしつ、 あるな り。 主 權も亦 意志 結へ ロな り。 偷 
理 習慣は 形式的な れ ども 權 力は 結合せられ たる 意 ^ 
其 者な 9。 換言すれば 權 力は 活 働し つ > ある 意志 其 
者を 指すな SN 。 恰も 協心 同 力し つ、 ある 節ち 意志 結 



42 



合を なしつ、 ある) 幾 個の 精神を さして 某の 團體 とな 
すが 如し。 偷理 習慣と 權 力と 同 班に 列 せらる. べきに 
あらず。 前者は 意志 結合の 形式に し' 結合 其 者に あ 
ら ず。 若し 槪 力と 同 班に 列 せらるべき 者を. 求 むれば 

偷 理に遨 由し つ、 ある 意志 活 (働 是れ： のみ。 權 力ょ」. 

. • 

定の 方向に 向て 活働 しつ >ある意志の結合なり。 1 
志は 主觀的 現象な 9。 故に 社會に 主權 ありと 云 ふ も 
目以て之を見 6 . 可らず。之を有形の上に求むるも得 
る 所 甚だ 少し . 0 . 主. 權者の 居 か 所に 向 ひて 人の 參勤交 
代し， 之に 對し 又は 其 像に 對して 禮を行 ふ 位に 過ぎ ざ 
るな り。 試み‘ に 數. 千里の 高き に 上 ss . て、 j a ' a' p 
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多な 櫂の 0 ず 0 は 0 る 0 — 0 ベ、 る、 を、 
意り。 力 意。。 各。 な。 定 。し。、 所、 通、 
志。 の 志。 主。 人。 り。 の。 Q は、覽、 
結 都方活 。耀 。の ° ° 意。 然 。單 、す、 
合會面 働。 者。 意。 然 。志。 る。 に、 と、 
な をに に。 の。 志。 ら 。活 。に。 家、 考、 
9 な 於 外。 言。 が。 ば。 働。 主。 屋 、へ、 
すてな。 を。 一。 則。 t '、 權 。の、 よ、 
朋 ものら。 聽 。定 。ち。 な。 な。 簇、 〇 
友 意 •意ず。 く。 の° 所。 り。 き。 集、 即、 
と 志 志 。は。 運。 謂。 て。 に。 し、 ち、 
交 結 結 主。 動。 權 。存 。あ。 V 主、 

際 合 合 權 。を。 力。 在。 ら 。畜 、權、 

すなは 者。 な。 に 0 し。 ず 6 の、 何、 
る 社 の 0 し。 よ 0 つ 00 蠢 、れ、 
も _ 會 意。 つ。！ 9。 個。 爾 、の、 

意 偸の 志。 > 。て。 あ。 人。 た、 處、 
』 志理 4、 を？ あ 0 統 0 る 0 の 0 る、 に、 
結晋理 奉。 る。 一。 に。 精。 に、 か、 
合慣 ，作 ず。 に。 せ。 外。 神。 過' あ' 
なに 用 る 0 外 0 ら 0 な。 裏 0 ぎ、 る、 
少從の 各。 な。 る。 ら 。內 。ざ、。 
。ふ 一* 人。 ら 。、。ざ。 に。 る、 看、 



冬. 

同志 相斜 合する も薏志 結合な り。 斯く 諸種の 方面に 
於て 意志 結合 ぁるは 社 會の組 織 せらる、 所以な り。 
之 F 社會心 理 i なす o (sfig 轉轉 _ tp o 3 . ， 
t に 社畲の 成立す るは 全く 心理 作用な り。 主 權は其 
中の 一なる のみ . 0 主權の 方面に 於て 意志 結合し つ > 
ぁる 人は 主權 者の 言 ふ. 所を 奉じ、 之を 守る 可し。 主隨 
者が 法律を 制定 せんとし、 之を 命ずれば 法律は 忽 .ちに 
して 制定 せらる。 命ぜられ たる 者は 固ょ. り 之を 承諾 
し、 一, 切 人民は 又 不言の 間に 之を 承諾す。 
主權者は政府を組齋せんとし、其會員 ^ 〇 ^ 〇 ^ 〇 。 # 〇 1 〇 0° 

T 0 M 0 f: 0 # 0 M° 2) 0 r ^ 淤 /:° p 。 ーガ妒 M 0 Fr t 0 sn 0 L 0 T 0 

» , - 



o 



1 f A 0 . K 0 t ° ! l 。 々舻 1 r t ° 酽 11 0 〇 妒 (: 〇 ,。け。る。が妒'> 
ぎ 淤 か 妒緲 ば i *° 阶 {:° 繳がヤひひ ?> 0 ぃヤ。拗 
f 3 a ° 1 :、 肥 L vrf ^^ t 0 ^ 0 © 0 ^。 ^ 0 ^ ^ 0 # 0 ^ ® 0 ^ ^ 0 
y . i ° 1119 L l ° r , 妒どぽで歡が奶へ气せ ^ 0 ^ /: 0 ^ 0 ^ 0 ® 0 
なタ 0 

然 SN 而 して 人民 も 亦主權 者に 依 9 法. 令を 以て 規定せ 
られ たる 行爲 をな しつ、 ぁるな り。 一切 臣民が 法令 
を 以て 即ち 主權 者の 意志を 以で. e ° ^ «] 0 c7)- 0 tl 0 ^ 0 t 0 ? l : 0 
。さ ^° ,〇 ー # 〇 ^ 〇 6° ;<斯。れ 3!: 〇 紀。か。の ^ 〇 0 〇 (: 〇 4、 1: 〇 . ± 0 ® 0 # 0 
。の 1 息 11 {: 0 * 0 ?) 0 。 て。 拘 ^° 。せぃ ^° ゲ。> ?) 0 !9 0 1: |1 〇 。ふ々 | 〇 妒”。 
個人ょり 看れば 此外に 於て 多くの 行動 ぁ 9。 印刷 1 結 



社、 信仰の 如き 是れ なり。 主權 者は 此方 面に 於て は 個 
人の 意志を 束縛せ ざるを 言明す。， 吾人は 某の 結社を 
作り 某の 書籍を 印行 せんとし 其 法律に て 許された る 
や 否やを 知らず。 研究の 末 其 法律上 認められた るを 
知り、 之を 作る が 如きは 前 己に 特別なる 鼢 機 ぁり、 主權 
者の 束縛な きを 見て 之を 實行せ •るな り。 即ち 主植者 
の 個人 意志を 拘束す るは. 一部分に して 個人 意志 作另 
の 全體 にぁらざる なり。 個人 意志の 全 作用を 拘 束 ■せ 
ん とする は 到底 不可能の ことな 9。 . 即ち 多くの. 個人 

的 自由は 個人 意志の 猶 享受す る 所な 9。 

\ . 

憲.養に結社、印行、信仰の自由を有すとぁるを以て個人 



.が 是れ 等の 行爲 をな すは 一に 此條 文に よりて 催が さ 
れたる 者と なすは 大なる 誤な SN 。 個人が 是れ 等の 行 
爲を * さんと.するに '« 某の特別なる動磯ぁるなり。 
.而 して 特別なる 法律に よ. 9 て 制限 せら' れつ、 能く 其 
.自由を なすな り。 此 自由は 主權 者. か authorize する 所 
なり..と1て見る時は憲法上の權利な9。個人の動機 
より 出. ると して 見る 時は 單に 自由なる な 9。 

法律が 禁止す る瘍合 例へ ば 結婚の. 年齢を 制限せ しが 
如きに 於て は 個人の 意志は 同年 齡に 達する 迄は 拘束 
せられつ > ぁり。 其 年齢 以上に 於て は 自由な 9。 單 
に 自由に， して 法律上の * 利は 伴は ず。 此 法律の 精神 
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は 禁止に あり 拘束に あ 9。 其 以外は 眼中に 之れ ある 
なし。 適. 齢 以上の 結婚を 以て 主權 者の 意志を 以て 動 
機と なし而 して 實行せ し 者と なすは 誤 9 な 9。 

個人 意志は 主權 者の 意志に ょりて 拘束せられ。 ご Li 
よりて. 政府の 系統 成り ia 民. の货賞 f T ’ I - 
。が 於い！^ 肥擎 V れ 5 ポ I： S 



一切の 臣民 
一の 名稱 なかる 

?—. 0 .. ■«0 0 ok ^ - o» -p o 0 0 0 0.0 > @ @ @ 3 © .© 

可ら す C 余は 之. を稱 I て國家 となす。 _ 寧は 働 人 意 

1 心！： 伽 I か 緲一 ^ 

の 一員と L ての 個人は 其 半面に 外なら ず。 換言 すれ 
ば 國家は .個人の 半面を 以て 組織せ ら" れた 、る 團體、 に 外 
ならざる ^ い 〇 1 1: 〇 # 〇 {: 〇 4 7〇 * 〇 ^ 〇 ^ 〇 ^ 〇 1: 〇 # 〇 0 〇 ¥ 〇 ^ 〇 1:妒 



く可らざ&者なり。故に小 1:' 會.のか‘ #' じ 1 :" ^' ぎ、^^豕 
組織を有せ.ざる社會ぁら.ざ 6- な9。费ガ^ ^ ^ ^ 卜 
なすと 同時に 一面に 於でか^ 2此 »- |心卜 讲 で 昏一 かか 
爲を なしつ、 ぁり。 俗に 所謂 社 會 現象. 是れな 9。 . 此 
社 # 現象は 前述せ る 諸種の 意志 結合な り . 0 此れな く 
して國家のみなちむには社會はー日も存在する能ょ 
.ず。 即ち 農作な く、 商業な く、 學問 なく、 敎育 なく、 百エ技 
藝 なし、 主權 者ょ 9 命ぜられた る 官吏の 外 官吏 其 者す 
ら是れ ぁ. るな きな .國家 組！！ い 其— か 紀 #' 免を レ 
1 04 ぃ 1 : 0 | 1 0 < 0 % {: 0 || 0 斯が & 0 6 〇 。> 40 ”。 

或は 日 ふ。 國 家は だ 41 勢^ J T - ^ t ^ btw ル | 奶トが 
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し 得べ しと。 然れ ども 一切 人民に 付て 一切の 自由を 

束縛す るは 出來得 可らざる な 9。 之れ 常識 ある 者の 

一考. して 明かなる 所な 9。 果して 然らば 則ち 國家組 

織が 社 會の全 故を 蔽ひ國 ，家 即 社 #^ たる こと 固ょり 出 
& s ~rQ 1 ◎◎◎◎◎ 0 • 

今 他の 譬喩を 以て 國 家は 社會の 一方 面に 過ぎざる こ 
とを 明に せん。 

假 9 に 國家組 織の 外に 全人 民を 司 配す る 一大 宗敎あ 
りと せん O - A 民は 敎義 に從ひ 、或る 種の 行 爲をな しつ 
>• ある 可し。 之と 同時に 種々. の 職業を 撰擇 し a 々の 
事業を な.， しつ、 あを な 9。 若し 宗敎 組.. 織が 詳密に し 



て 人間の 微細なる 行 爲に迄 干渉す る 時は 則ち 國家組 
織と 相距る 遠から ざるな か。 今 宗敎 組織は 一の 社會 
機關な 9。 社 會機關 •たる 點に 於て は 國家も 亦 同じき， 
な 分。.. 爾者共 .に 人間 意志の 一部を 司 配す るの み。 

兹に 一の 疑問 あり。 國家 組織を なしつ、 かる 昏 A' w 
享受す る 自由は 拘束 內の 自由に あら さる やと 云 ふこ 

.と 是れな 9。 實際に 於て 個人の 自由は 國家 之を 禁止 

■ , . . 

.せんとオれば則ち禁止し得べき者な9。唯だ之に程 
度 ある ことは 前述の 如し。 故に 國 家は 全體 ょり 個人 
の 行動を 見、 許す 可き を 許し、 許す 可らざる •を 許さ. ず， 換 
51 言‘ すれば 個人の 自由は 國 家ょ 9 認められ たる 外 之れ ' 
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t 服 ば。 は •◎國 。斯 。すし 機 答な 
し從國 ◎こ ◎家 0 く 0 あ自 ’ と へき 
.てす 家 ◎そ ◎の 。思。 り發な てが 
個る の ◎個® 意。 考 。許 的す 日 如 
入點 阻 0 人 ◎志。 す。 さに がは し 
を に， ま ◎行 9 に 0 れ 〇 >， 種 如 く 。 
拘 .於 ざ ◎動® 姐。 ば。 る々 く。 
東て る ◎の ◎ま。 則。 あの 淺然 
す國 •所© 範 ◎る 0 ち 0 ?) 行 薄れ 
る 家 な 〇 _◎ > 。個 0 。 動な ど 

あ U 定® と。 は。 別 出 者 個 
ら員即 め ◎あ 0 朱 0 なでに 人- 
す こたち た％ る。 來 。るん あは 
るイ固 る ◎な。 自 。形 と ら法 
個な 人な ◎ 9。 由。 式す ず 令 
人？） は、 れ ◎。に。 を。。 を 
は ° 國 個® 國 9 し。 規 國深以 
本國 家人® 家 ◎て。 定家 きて 
來家 のよ ◎よ ◎偶。 すの 性行 
自が 意り e !〇◎ 然 。る 之 情 動 
由 全 志 見 ◎見® 的 6 あを をの， 
に體 にれ @ れ ◎に。！！） 許 有 動 

O 



して一方面に於て拘束せらる>のみ。個人の國京こ 

於け る、 は 其の 精神力の 一部を 使用す るに 過ぎざる な 
90 

三^^^ i 理と 丨轉家 (ニ) 

國 家の 一員と しての 個人は 其 全人格を 指す にあらず 
し て國家 意志に 服從 しつ ゝある 點の みを 指すな 90 
斯の 精神 作用に ょりて 國家 組織が 成就す るな 9。 意， 
志 作用ガ 常に 一定の 規 法を 踏みつ、 ある ことにょ 9 
て成立し，居るな9。然るに意志作用が此の如き活働 
をな しつ、 ある 所以は 意志は」 方に 於て 主隱 者に 結 
合 ^ 主權カを構成しつ > ある.を以てな9。 他の 方面 




に 於て 個人. は 相互に 種々 の 意志 結合を なす。 都會あ 
り、 村落. あり、 學校 あり、 會社 あり、 朋友 あり、 俱樂部 あり、 學 
會 あり、 秘密 協會 あり、 賣. 買 あり、 雇慵 あ 少、凡 1: 〇 ^ 〇 ^ 〇 ^ 〇 0 0 . 
* 0 ? 心淤护 ^ 0 ^ t 0 {: 0 t° !()' 0 、 H 0 ^ ? 0 s 0 ^p i 0 ^^ t 0 ^ 0 _lln 
ふ 迄 もな き. ことな SN 。 故に 事業の 上ょり 見れば. 國家 
組織 も社會 組織 も 相 並びて 發 現し 居るな 9。 一 の 會 

社は 個人の 自由に 結びし なれと も 或る 點に 於て は國 

. - » 

家の 意志に 屈服し つ > あるな 9。 

個人は統ーせる人格を有し、其ー方面に於.て國家を組 
織す。 一方 面に 於て 種々、 の 社會 51 象を 組織す。 皆 個 
人を 以て 原子と なす〗，^:^。 社%！! は 意志 結合に ょりて 



第三 章 法律 論 



家 機^^ ng ； 



.國，家 01 組織 ^ ^ ^! ,] 丨 ^! * ^ 

なり 0即ち.始め.ょり ±: 權者に黧菽結合するものぁ之 

又は 意志 _ 合，. の 太 團體 . 0 成， 立を 見て 之. を 

す， る 者， あ'. 纹。. ！ 故，.， {1 ._1 ^ の！ # |爾岣_^^ 2>/ 》0.丨_,し^1 

雇， 睹__^1^. _~ド ら兔 。 

る 者 一の 意志 ある 1 — 其 意味 如何。 今 
之れ を硏究 せんとす。 ■ 
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. ク . < 

國家の 組織は 主權 者の' 意志に ょ 9 て 决定 せらる 。組 
織は他にぁらず。個んがー定の方向に於て.活動しつ 
、ぁるの み。 隨て其 組織が 實 際に 維持せ， られつ ゝぁ 
るは 即ち 個人が 主權 者の 意志の ま、 に 活 働し つゝぁ 
るに #! ならず 。此 個人の 活 働に 付きて' 區 別す 可き 者 
ニ ぁ 9。 國家 機關の ，活 働と | 般 臣民の 活 働と 是れな 
め 0 國家の主權者.は統治の目的を達する爲め重々の 
機 關を設 く。. 機關は 個人 又は 個人の 集合に して、 其れ 
等 個人は. 機關の 目的を 達する に 必要なる 行動を なす 0 
故に 倔 人が 國 家の 機 關 に係屬 L 、 其 一員を なした る以 
上は主權者の意盔のま>に行動しつ>ぁる者となさ 
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•、る 可らず。 換言すれば 一員と しての 個人は 國 家の 
目的に 吸收 せられつ > あるな り。 然らば 個人は 此以 
外の 生活な きか。 換言すれば 全人格が 吸收 せられ 居 
るなるか 0 袖象的理論ょり見れば全人格のー方面に 
外なら ず。 一員と しては 其 機關の 目的を 達する に必 
要なる 行動を なせば 足れり。 然れ ども 此れ 比較的の 
事なる が 故に 主權 者は 其 目的を 達する には 全人格を 
吸 收す るを 必要な りと 規定す るを 得べ し。 或は 全人 
格の 一部を 吸收 する のみと なすこと を 得べ し。 例へ 
ば 官吏は 官 省に 之き たる 時の み 官吏た るに 非ず して 
家居しても 亦 官吏た 官吏 服務 規律に 眼從 せざる ベ 
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からざる 者と なすが 如きは 個人の 大部 生活を 吸 收し 
たるな 9。 然る 時は 官吏は 一の 職に あらず して 個人 
生活の 髓腦 たるな り。 官吏は 一個の 機械の 類に して 
人格は 頗る 遙か减 殺せられ たる 者と 謂は ざる 可らず 0 
或は 官吏は 單に官 省に 出仕した る 時に 於て 官吏たり 0 
其外に於ては私人と異なるなく、私人の業務をも*な -1 
得る となす ことを 得. べし。 其範圍 は主權 者の 隨 意に 
定， め 得る 所な り。 然れ ども 一機 關の會 員は 如何なる 
塲合に .於ても 其 機關の 目的を 達し、 其 機關の 利益を 達 
する に勉办 ざる 可から ず、 少く とも 其 機關の 害と なら 
ざる 事を 勉め •さる 可らず o ' 此れ 會員. の 行動を 束縛す 
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る 公正なる 標準たら ずん ば あらず。 故に 國 家の 機 關 
に係屬 する 者は 一般 臣民ょ 9 も遙 かに 束縛せられ 居 
る. な 9。 臣民は 其 一方 面に 於て 國 家の | 員 たれと も 
官吏は 多少の 特權 あるに せょ、 國 家の 一員た る 外に 機 
の 一員と して 束縳 せられつ > あるな ¢0 出 故に 官 
吏は 其 全人格を 發揮 する こと 能は ず、 小天地？ >跪游 せ 
ざるを 得ざる な 90 故に 官吏と しての 生活は 單 調子 
なる を 常と す 0 

成立し、國家の全亂翁は « ! ^! ^! が ±! 權眷の意志に從ひ 

て — dd J 丨—ギ 



の 一定の 活， 。 •之！？ 

なき ^ 狄 ：。 

1 11 ^ 法律の 所在 

^^て偷.理.なり、法律なり、社會 -(: 存在しつ>あると云ふ 
は" 記. 錄の 上に て 存在す るに あらず。 各人の 實行に 於 
.て 存在し つノ あるな 9。 實 行し つ，， あるが 爲めに 其 

K 

社會 には ft 理 ありと 云 ひ、 法律 あ 9 と 云は る、 な 90 
•偷理 が 個人を 離れて 存在 せんか。 是れ 木石の 類な り C 
^ 個人を 離る ゝ は. 即ち 個人 之を 實行 せざる を 意味す る 
' V な^} 此 地方に. 正月樹 レ 松の 習慣 あ 9 と 云 ふは 其 地方 
の 人が 之を 實行 しつ、 あるを 意味す るに 外なら ず。 




若し 樹： ，松の 戸な くん ば 奚ん •そ. 習 償 あ 9 と 謂 ふ 可ん。 

公 •德 ある 社會 とは 個人が 善く 公 德を實 行す るを 謂 ふ 
なり。 公德は 個人の 精神 內に 在る のみ。. 離れて 公園 
を 逍遙し つ' ある' 者に あらず、 又 道路に 彳立 する もの 
にあらず、人々之を行ひ、之，に由る。之れ公德ある所谈 
な 9。 人の 行は ざる 偷埋 習慣の. 如きは、 社 會に存 すと 
云 ふ 可らず。 但だ 口碑 又は 記錄の 上に て 存在す るに 
外なら ず。 例へは 古人は 某々 の 習慣 あり. しと 謂 ふが 
如し。 今 夫れ 法律 も 亦 個人の 實 行に 於 •て 生命を 保つ 
な 9。個人の實行は那ち個人の精神中に存在するな 
り， 法律は 收 めて 六法. 全書' の 中に 在りとは、 活字の 法律. 



にして 現行の. 法律に あらず。 活字の 法律は 六法全書 
の灰滅 せらる > と 共に 灰 減すべし。 

現行の 法律は 人の 精神 中に. 存 する もの なれば 國家全 

人镫の 滅亡せ ざる 限りは 存在し つ ふ ある ものな り。 

. - 

今假 9 に 或る 法. 文 あ^ N ± 權者 自身 之を 忘れ、 全人 民 亦 
之を 忘れたり とせん か、 此れ 旣に 生命を 失 ひたる もの 
にして 其 社會に 存在せ ざるな り。 羅 馬の 法律は 記錄 

上 *{: 存在するも今日の社會に存在せず。德川時％の 

> . 

法律も亦記錄上には存在するも今日の社會に存在せ 
ざるな り。 又主權 者が 之を 實行 せんとす る も 臣民 之 
を 奉ぜざる 時は 即ち 其 社會に 存在す と 謂 ふ 可らず 0 




要するに 法律が 社會に 存在す. るとは 實際 個人の 意志 
を 司！^- > あ ると きに 謂 ふ 可き のみ 0 

> 法律の 變動 

_ 律は 人の 精神 中に 存在す。 然るに 精神は 不斷變 動 
す。 即ち 社 會の變 遷に件 ひ、 其 精神的 構造は 自ら 變動 
す。 血緣 時代の 人の 精神’ と， 封建時代の 人. の 精神と 現 
在の 人の. 精神と 如何に 大 なる 差 あるかを 見む。 ノ 
精神の 變 S は 如何にして 起る かと 云 ふに 二方 面 あ ssn 
一は 國家的 行動の 影響に して、 K は 社 會的 行動の 影響 
なり。 法令は 個人の 行動を 規定す。 個人は 法令の-ま 
、に 行 ふ 事 あ. 9。 或は 法令を 恐れ、 又は 法令を 厭 ひ 其 




S 行動を 偏せ しむる 事 あ 9。 何れにせょ" 皆 個人の 精神 
一に 影響す る大 な. 9 と 謂つべし ^ 社會的 行動は 即ち 衣 
食な 9、 交通な 9、百エ技藝を行ふなり « 書なり、研究な 
り、 皆然ら ざるな し 。之れ 等が 個人 精神に 影響す るの 
大なる 何人も！ f.. めざるな し。. 然らば 則ち 個人の 精神 
は 國家的 行動に 於て 將た又 社 會的 行動に 於て 影響せ 
られつ > ある 者と 謂は ざるべ からず。 

個人 精神の- 變 動は 此 くして 起らざる を 得ざる な 9。 
即ち淇 精神. 盼 構造が 變動 しつ， あるな り。 即ち 諸般 
の 感情 も變 動し つ、 あるな 9。 或る 事柄に 對 する 感 
情 も亦變 動し つ、 ある r 砂。 例へ •ば 結. 婚に對 する 古 



代人の思.想と今人の思想と -± なる差あるを見る7し0 
古人は 妾を 以て 輕 蔑すべき 者と なさ y SN じが 今人は 
以て 不道德 となすな 90 古人は 路傍に 溺す るを 以て 

Jf I. 

j 恶む可 き 行 ^ とな さ V 5\しが今人は公德を失する吁 
爲 となすな SNO \!故に法律は明文杞於ては變遷なく，終 
なしと 雖も •之に 對 する 社會的 感情， は 業に 旣に變 動 
\ こつ、 ある こと， 少から ず ◎乃ち 個人 精神に 對 する 法 
|律の « 値.は不斷變動す。法律の變動は此くの如くに 
，こて 起る' ものな り。 維新の 際饬 律の 變更 せられし も 
< 人情. の 變遷 k 由るな 9 (1^ , : 

•四" 律 社會を 指導す 



67 



律が 却て 社 會の 指導者と な 之を 導く こと少 から 
へ、ず。例へば少年禁烟令の如き、戸.籍上妾を認めざる如 
き、皆社會の指導者とな9、其の弊風を打破せんとする 
に 外なら ず。 叉 刑法に 於て 父母に 對 する 罪は 一切 宥 
恕 するな きが 如き も 消極的に 孝の 重んず 可き を 示す 
以な^|凡そ此れ等の塲合に^^'溪權％社會に 
一步を 進む •る なれ ども 此の 如き^^ P を實 行す るに ょ 
適當の 時期を 撰ばざる 可らず。 # 會が 未だ 此の 法令 
を實 行す るに 不適 當なる 時な らん か 却て 多くの 弊害 
を # 生す ベ し。 由是觀 之。 法令の 實 行は 社 會の 人情 
を 以て 標準と なす 者な 9。 是れ實 に 根本 原 浬. なりと 
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なさ>る可&ず。 

■五 法令の 意味 

法令は 主權 者の 意志な SN 。 其 意志は 何を 標準と して 
活 働し つ V ぁ 9 や。 之れ 法律の 標準に し t 馥雜 なる 
問題な 9。 故に 之を 別 論に 讓 9 玆に 之を 省略す。 法 
令は ま權‘ 者の 意志. なる を 知れば 足れり。 主權 者の 意 
志 士 して 各人の 標準と なり、 各人の 行動を 規定す 。精 
神の 變動 と共に 不斷變 動し つ、 あ. SN 。 臣民は 法令の 
儘行動 >1 、社龠は由りて以\」立っ。 

國家の 意志 

家の意志なる語を用ひ得るとせば之れ國家的組戤 



W i 1 死 . 
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) の內に _ 爹 生せ る 意志なら •さる 可らず 。此 意志た る 
/ や象竟 の 意志な り。 人間の. 意志が 如何なる 進路 
S を經て 國 家の 意. 志と なる か。 吾人を 以て 之を 見る に 
\主權者の意志の軌道 .-{: ょりて發生せる者*は國家組織 
\內 の 意志に して 隨て國 家の 意志と 謂 ふべき な 9 砂 今 
例を 以て 之を 明に せむ。 一個人の 意志に 就て 之を 論 
ぜんに 1@ 人に大なる意志ぁり、其中に小なる意志 2)- ' 
例 へは 今食專 をな さんと する は大 なる 意志な 90 起 
ちて 一 步一步 足を 動かす は 小なる 意志な 9。 小なる 
意志は 大なる 意志 i 矛循 せざる のみならず 〇 其內二 
驚想せられ居るセり。 一. 團體は 「ホッブス」 の 言へ る 如 
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く 一 個の 意志な がる 可らず。 其 意志は， 原始的 狀 態に 

於て は單に 多くの 人の 一般に 唱 ふる 所の ものな 90 

然れ とも •多くの 人の 一般に 唱 ふる 所を 以て 事を决 せ 

ん とする は 不便 少なからず ？ 是に 於て ー會 社は 規則 

を 設け 意志 創作の 機 關を定 む。 評議員 會議と 社長の 

擦 印 どの 如き 是れな り。 此れ等の 機關 にょ SN て 决定 

せられた る 意志は 即ち 其會 社の 意志な ^ 。精密に 言 

へば -® 則 上の 意志に 外なら ざるな SN 。 會員が 規則を 

重んずる丈其れ丈遙かの範圍に於て此意志を以て滿 
足し罟 るな 90 ) ' . . 

會社の 規則， を 重んずる は # 員 資格の 骨髓 なり。 會員 



は此 根本的 動； 機を 有す。 此を 以て 其 規則 內に 作られ 
た. る 意志は 有効なる なり 0 

國 家の 意志 も 亦 之れ に 同じ。. 發現の 方面ょり 見れば 
法律な SS 命令 * り、論 達な り、 公布な り、 凡そ. 日本の 法律 
系統 內 にて 作られし 者 •は 皆國 家の 意志な 90 日本の 
【規則」 は 統一せられ たる 二體な り。 此一體 は 固 人の 意 
志を •拘束し つ > ぁる 者な り 〇 故に 之の 軌道に ょりて 
生じた る 者 即ち 國 家の 意志と な. さゾる 可らず 〇 若し 
精密に 言、 ば 議會の 協賛を 經 たる 主權 者の 意志を 第 
一次 的の 意志と なし？ 縣會 又は 郡會 の議决 したる も 
のを 第二次 的. の 意志と なし， 市、 町、 村會 の. 議决 ，L たる も 
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のを 第三 次 的の 意志と なすべし？ 此れ等の 意‘ 志は 皆 
「規則 J の內に .て產 出せられ し 者、 故にみ な 國 家の. 意志と 
なすべき な ss 。 J 二次的 意志は 二次的 意志の 豫 想す る 
所 二次的 意志は 一次 的 意志. の 豫想 する 所な 9。 然れ 
ども 按に 述べざる 可らざる は 意志と 人格との 別な ^ so * 
意志は 其れ 自身 獨 立な. る 作用なる か 又は 或る 「人格」 の 
作用なる. か。 日く 個人に 在 少 ては 固ょり 人格の 一作 
用な 9。然れども國家の人格‘は觀名な办。國家なる 
人格の. 意志. と 云 ふを 得ず。- 故に 國家の 意志は！ J に 
ょり 組織せ、. ら. れ たる 人間 間に 生じ 法律の 定めた る 目 
的を 達する 所の 意志に 外なら ず。 其 法律が 變更 せら 





れ" 其 組織 多 變更 又は 消滅し たれば とて 一度 發 せられ 
たる 意志は 人民が 之を遨 奉し つ、 ぁる 以上は. 存續 L 
て滅 する 事な し。 然れ ども 其實 行が 必ず 此組 織を 待 
0-. ものに 在 りては其組織の亡滅と共に亡滅せざるを 
得ざる なり？ 要するに 國-家 0. 意志とは 人格ょ 9 發し 
たる ものに あらず して 法律に ょりて 定められ たる 人 
間 組織の 間に 起 9 法律 C 定めた る 目的を 達する 所の 
意. 志な t 而かも 所謂 三次 的、 二次的、 一次 的の 意志は 
相 ひ豫 想し 相 ひ 統 1 する 者な り。 然かも 皆ー樣 に 新 
法令を なす 者な り。 然 9 而 して 此 系統の 基礎と なヶ 
居る は 權カ其 者な 9。 今此關 係を 圖 にて 示さ ば 左め 



如し 0 



ィ 一次 的 意志 

ロ 二次的 意士ぬ ' 

ハ 三次 的 意志 . ’ 

社會の .意志は 之に 對 して 自由に 各個 人の &考する贸 
の 者な^ S 。 即ち 一般の 人の 一致す る 所の 意志な ノ 
國家 •の 意志は 社 會 意志に 依 9て影響せらる。之れ法 
律. に， て 組織せ. らる j 團體の 官吏 も 同じく 有靈 的に し 
て社會 意志の 在る 所を 知り 之を 採用す るが 爲 めな 吻0 

七臣民の意志と國家の意志 




民は 國家組 .織の 會 曼なり。畲 & .としての個人が述 
/ ぶる 所の 意志は 國 家の 意志と ならざる か 〇 晋 人の 觀 
る 所を 以てする に 凡そ 「某 J の 意志と 云. へば 其 主體ょ SS 
出で たる 者なら ざる 可らず . 0 今國家 の 意志と 云へ ば 
國家の主體ょ9出でたる.ものならざる可らず0國家 
の 主體は 主權 者な 9。 . 臣民の 意志は 主權 者‘ に 出で， ず 0 
故に @- 家の意志たる能はざるな^\0& 
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